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Japanese Copyright Owner: John Paul Loucky. July 2007. (Translated with the author’s express prior permission into Japanese and edited by Gloria Hope Loucky, Sachiko and John Pauｌ Loucky with his Seinan JoGakuin University 2007 Seminar Students: Noriko Shimizu, Yukie Yoshida and Kana Matsumoto in Kyushu, JAPAN． 

	Introduction and Pages 1-2：　前書き
私達はみんな同じ音を聞く。 私達は同じ空を見上げる。 私達は同じ涙を流す。 私達の感情と感動は同じである。 すべての母は姉妹である。 すべての父は兄弟である。 すべての子供は１つの人類である。 

けれども憎しみがある。 暴力がある。 不寛容がある。 人々の間に混乱がある。 私達は相手を理解するのに十分に努力しない。 私達は世界中の誰もが必要としている基本的なものは同じということを理解していない。 

私達はお互いの相違を理解し、共通点を祝うべきなのだ。 私達は世界を愛や友情がお互いの心を支配する場所にしなければならない。 平等、尊敬、あわれみ、親切は私達の言動を導くものでなければならない。 そしてそのときに、私達人類は自分なりに平和に、そして愛情をこめて生きることができる。 
1つの月, 1つの太陽, 1つの世界, 1つの心
私達は多くを感じる必要がある
他人を理解するため、
私達はもっと愛する必要がある
愛されるため、
私達はもっと泣く必要がある
自分自身を清めるため、
私達はもっと笑う必要がある
自分自身を楽しむため。
私達は人々と交流する際、

正直で公平である必要がある
私達は自分の生き方の

強い道徳的な基盤を築き上げる必要がある
私達は空想よりも現実を見る必要がある
私達はもっと他人の求めている声に

耳を傾けなければならない。
私達は他の人により多く与え、

自分が受けるものを減らす必要がある。
私達はもっと人々と分かち合うべきであり
そして自分の所有を少なくしなければならない。
私達は安定性の中枢として

家族の重要さを認めるべきである。
私達は自分が他の人とそれほど変わりがないことを

知るためにもっと多くのことを見る必要がある。
私達はお互いに信頼できる世界を創るべきである。
私達は自分達が選んだ人生をすべての人が平和に

生きることができるような世界を創るべきである。
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私達は泣く時にみんな同じ涙を流す
恐怖の涙、悲しさの涙、喪失の涙、挫折の涙、失望の涙、
孤独の涙、土地は私達の涙であふれている。
私達は生きていくためにお互いに親切、協力、信頼
尊敬が必要である。

私達は話さなければならない
言葉がみつからなくなるまで
私達は説明しなければならない
すべてが理解されるまで
私達は正直でなければならない
すべてが明らかにされるまで
私達は聞かなければならない
すべてが話されるまで
私達は問いかけなければならない
なぜなのかがわかるまで

私達は公平でなければならない
皆の必要が満たされるまで
コミュニケーションがなければ
結束がない
結束がなければ
友情がない。
私達を分裂させるものは何もない
私達は地球を受け継ぐ者
私達は空から覗く月に元気付けられ
夏の緑葉が秋の輝く紅葉へ変化するのを賞賛する。

私達は茶色く乾いた葉が冷たい地面に落ちるのを見る。
私達は新しい命を授ける者
朝日は私達を陽気にさせ
夕暮れは私たちをロマンティックな気持ちにさせる
浮遊雲を夢見て・・・私達は儚い世界の未来に小さな影響を残すものを持っている.私達は、同じ心を持たなければならない。
お互いのための同情を持たなければならない。
お互いのための尊敬を持たなければならない。

お互いに違いがあっても必要としているものはみんな同じだ、ということを理解しなければならない。私達を分裂させるものは何もない。
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私達は憎しみを克服しなければならない。
暴力を克服しなければならない。
貪欲を克服しなければならない。
争いを克服しなければならない。
残酷さを克服しなければならない。

私達は人々を分裂させるものをすべて乗り越え
人々を統一させるものすべてに集中しなければならない.
戦い
人々は心では愛したいと願う
けれども、私達は憎む。
心は理解したいと願う
けれども、私達は混同している。
心では平等性を願う
けれども、私達は互いを支配することを試みる。
心では平和がほしいと願う
けれども、私達は争う。
心では与えたいと願う
けれども、私達はどん欲である。
心では助けたいと思う
けれども、私達は破壊する。
心では気遣いたいと願う
けれども、私達は鈍感である。

心がもう少し強かったなら…
私達は知っている
すべての女性は一つである
あなたが女性であるように私も女性である
あなたが母であるように私も母である
あなたが労働者であるように私も労働者である
あなたが愛するものであるように私も愛するものである
けれどもあなたはそこに住んでいる
そして私はここに住んでいる
また、あなたの外見や生活様式は
私と異なっている
だから人々は私達が平等でないと主張する
しかし、私達がお互いの信仰の相違を知ることができるのは
私達の本質的な理想が同じだからである
人々は私達が平等でないことを主張するが
私達は知っている
すべての女性は一つである
私達を一つに結合するものすべてを祝おう 
祝おう
開花する発芽を
透き通る青空を
深い緑の森林を
完全な満月を
輝く星達を
祝おう
赤ん坊が産まれることの奇跡を
子供達の楽しむ心を
青年の笑い声を
大人の持つ責任感を
老人達の知恵を
祝おう
私達の心の愛を
私達の魂の霊を
私達の体の健康を
私達を一つに結合するものすべてを
一つとして
祝おう
愛は心の魂である 
愛は
詩歌の意味
夢の霊感
踊りの情熱
歌の音楽
愛は
魂の霊
心の感情
愛は
夢の詩歌
歌の踊り
そして
心の魂

愛 
愛は
   他の人が喜んでいる時に
   一緒に喜ぶことである
   他の人が悲しんでいる時に
   一緒に悲しむことである
   良い時も一緒に過ごし
   悪い時も一緒に過ごす
愛は強さのもとである

愛は
いつも自分自身に正直である
他人にもいつも正直である
お互いに聞き合い、真実を尊重する
そして決して嘘をつかない
愛は現実のもとである

愛は
完全に理解する力である

その理解力を通して私達は、

自分が他人の一部分であるように感じる
その人をありのまま受け入れることができる
その人を何か違う者に変えようとはしない
愛は統一のもとである
愛は
夢を追求する自由である
  自分の経験を他人と分かち合いながら
  個人として成長し
  そして他の人と共に成長することである
愛は成功のもとである

愛は
共に計画を立てる楽しみ
   一緒に何かをする喜び
愛は未来を作り上げる源である

愛は
嵐の激怒のようであり
   虹のような平静さであり
愛は情熱のもとである

愛は
日常生活の中で与えたり、受けたりすることであり
   お互いの欲求や必要に対して忍耐強くなることであり
愛は分かち合うための供給源である

愛は 
どんなことが起こってもいつも

共にいてくれる人がいるということを知っていることであり
   離れている場合は恋しくなるような人がいることである
   しかし心はいつもその人の近くにある
愛は安定の源であり
愛は生命の根元である
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すべての母は姉妹である、
すべての父は兄弟である
そしてすべての子供は一つである 
あなたが子どもたちと交流する時
常に心に留めておかなければならないことは
あなたがすること、言うことすべてが子供達の人生に

非常に大きい影響を与えるということである
子供達を愛や尊敬をもって取り扱う時
彼らが自分自身や他の人に対して愛と尊敬を払うことが

より容易くできるだろう 
自由と正直さをもって
子供達を取り扱うなら
彼らは自信をもって決心する能力を身に付けることができる
知性や感受性をもって

子供達を育てるなら

世界をよく理解することができるだろう 
喜び、親切、優しさをもって子供達を育てるなら

人生の中ですべての美しいものを楽しむことのできる成熟した大人に成長することがより簡単にできるだろう
私達はお互いを理解することを学ばなければならない。

対立は常に起こる
争いの解決に当たる時、目立つ人がいる

あらゆる闘争、対立などはお互いの必要を理解し合い話し合うことによって平和的に解決されるべきであり、又そうできる

そして相手に同情心をもって接するなら、お互いの相違を乗り越えることができる
このようにすべての人間はうまく付き合っていくべきである

又、そうしなければならない
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人間は本当の友人を持ち、
彼らを理解しないと心は満たされない
人生の情熱や苦難のすべてに共に、
一生涯立ち向かって支え合っていく
友人はあなたがなすすべての事を気遣ってくれる人である
友人は良いときでも悪いときでも頼ることができる
友人はあなたの行うことに理解を示してくれる
友人はあなた自身の真実をあなたに伝えてくれる
友人はあなたがいつでもどういうところを通っているのか知っている
友人はあなたと競うことはない
友人は物事がうまくいったとき心からあなたを祝福してくれる
友人は物事がうまくいかず涙を流すときあなたを励ましてくれる
友人がいないとあなたは不完成である
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音楽は人々の間の障壁を超越する。

ゆっくりと柔らかい歌
    目は悲しく、かすんでいる
速い歌
    目は輝いている
古くからの歌
    目は夢みるようである
機知に富んだ歌
    目は笑っている
宗教歌
    目は物足りなそうである

私達自身の音楽を聞いた時
私達は一つになる
みんなでハーモニーを歌おう
私はあなたの目の傷を見る
私はあなたの目の喜びを見る
私はあなたの目の恐れを見る
私達に同じ笑い声および涙がある

私は美しいバラの香りをかぐ
私はぱりっとした、きれいな空気をかぐ
秋の葉をかぐ自然の壮大な香りは世界中同じである

私は鳥の歌を聞く
私は交響曲のバイオリンを聞く
私は死の孤独を聞く
私は子供の遊ぶ笑い声を聞く
私達はすべて同じ音を聞く
すべての心は一つになるべき 
皆に同じ感情がある 
皆に同じ欲求がある
私達がどこに住んでいても
または私達が何を信じていても
すべての心は一つとなるべきである

私達は世界を、
愛で支配されている場所に
創り変えなければならない
自然は美のための標準を置く
簡易性および正直さは
私達の関係の本質である
親切さは私達の行為を導く
そして皆は互いを尊重する
一つの太陽
一つの月
一つの世界
一つの心
One World, One Heart
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